
A+AでのNA38/NA50によりJ/Psi測定の最新結果
Pb+PbでのJ/Psi抑制のパターンから、QGPの証拠(evidence for)が
得られたと主張している。
－　hadronic comover model　は全て抑制が中心衝突で飽和すること予言している
ので、このデータでrule outされる
－　抑制パターンは非閉じ込め相が生じたとすると、自然に説明できる



Pb+Pbデータは95,96,98にとった。

95年

J/Psiのanomalous抑制（p+A,　light ion
でのパターン　σ～6mbからのずれ）を
観測。

96年

統計を増やす。95年データを確認。周
辺衝突ではs~6mbと合うこと確認。
Min. Bias 解析法の導入。しかし、標
的内での2回反応のため中心衝突で
のデータが不正確

98年

標的を薄くして（７％）中心衝突データ
の質を改善。



98年の新データ。
中心衝突でさらにJ/Psi抑制が強まっている
ことをしめす。

抑制　＝　N(J/Psi)/N(DY)

Drell Yan過程はpoint likeで原子核効果がな
いので、partonレベルでのluminosity
monitorとしてつかえる。しかし、統計が少な
い。実験がJ/Psiの統計でなく、DYの統計で
リミットされてしまう

Min.Bias 解析
Luminosityのreferenceとして、min. bias.
event を用いる。



Et分布　dN/dEt　と各Etビン内
に生ずるDrell Yanの分布をモデル計算
で求めて、これと実際のデータを比較す
る。

PHENIXでもこの方法は有効。これを使
わないと、統計がまったく足りない。

Min. Bias. Event　解析法



Min. Bias. 法として、Etを用いても、EZCALを
用いても定性的に同様の結果が得られる。
　　中心衝突で、J/Psi抑制は飽和しない。
この実験データに対し、hadronic comoverモ
デルはすべて抑制効果が飽和すると予言。
ーー＞　comover モデルは排除された。

Bjorken公式を用いて、エネルギー密度を推
定して抑制効果をプロットすると、密度2．3
GeV/fm**3と3GeV/fm**3の2段階の抑制が
起こっている。前者はc,後者はJ/Psi自身の抑
制と解釈できる。




